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	2) 各癌細胞株の一次線毛の免疫染色：ヒト膵臓癌細胞株panc-1、ヒト前立腺癌細胞株DU-145、PC-3を選択した。細胞株はJCRB細胞バンクより入手した。それぞれの細胞株は対応する添加物を加えた培養液を用いて37 ℃、CO2濃度5 %加湿インキュベーターで培養した。免疫細胞染色は、一次抗体（抗ARL13B抗体）、対比染色（DAPI）を行った。
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